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身近な３Ｒ Reuse（リユース）に取り組もう

ECガイド

■令和３年９月分のごみの量（可燃・不燃・有害・粗大）　
家庭系ごみ排出量　1,694.59t　1 人 1 日当たりのごみ排出量　約 726g　前年同月比　-7g（-0.1％）
事業系ごみ排出量　 677.96t    1 人 1 日当たりのごみ排出量　約 290g　前年同月比　+16g（+5.8％）
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため行われていた外出自粛に伴い、家庭系ごみの排出量は依然として多い
状況にあります。生ごみの水切りや資源物の分別に加えて、家庭での食品ロス対策の実践など、ごみの減量化・資源化に
更なるご協力をお願いします。
※埼玉県内の 1 人 1 日当たりのごみ排出量は家庭系ごみが 528g、事業系ごみが 201g（令和元年度実績）

集団資源回収予定表　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。

回 収 場 所 日程 時間 問合せ先

アスピアこだま 12月５日㈰
※1月はお休みです。 午前９時〜11時

ハートtoハート(佐久間さんち）
☎22-９３００ 

市役所 12月19日㈰ 午前９時〜午後１時

本庄南公民館
※布類回収も実施 12月11日㈯ 午前９時〜11時 佐久間さんち☎22-９３００

就労継続支援Ｂ型事業所
「佐久間さんち｣ ( 本庄高校北側）12月17日㈮ 随時受付 ポノポノ☎23-２１９５

　Reuse（リユース）とは、一度使ったものをごみに
しないで何度も使う事です。リユースを行うことによ
って、ごみの焼却や埋め立て、リサイクルするための
燃料や処理費用を削減することにもつながります。

リユースとは

　身近なところでは、綻
ほころ

びや破れがある服を繕
つくろ

って使
用することや、着られなくなった服を着てくれる人を
探すことがリユースになります。また、生きびん（リ
ターナブルびん）を回収に出すことや壊れた家具等を
修理して長く使うこと等もリユースになります。自分
にできることからリユースに挑戦してみましょう。

すぐできるリユース

　近年、市内の粗大ごみの排出量は増加傾向にありま
す。廃棄を考えているたんすや食器棚、テーブルなど
もう一度見てみて、捨てるには惜しいものはありませ
んか。使えるけど不要になった家具などをリサイクル
ショップやフリーマーケットで売ることもリユースの
一環です。
　最近では、スマートフォンのフリーマーケットアプ
リやインターネット掲示板なども登場しているので、
活用して使える家具を必要な人たちに引継ぎ、より長
く活用しましょう。

まだ捨てないでリユース

緑のカーテンコンテスト入賞者発表
　緑のカーテンコンテストへのたくさんのご応募ありがとうござい
ました。応募作品の中から市長賞と優秀賞に選ばれた受賞者を発表
します。応募作品は市 で紹介しています。ぜひご覧ください。
市長賞　島野　健晴　氏
優秀賞　
・株式会社サニタリーセンター
・安済　良夫　氏
・織茂　勝美　氏

市長賞（琉球アサガオ）

応募作品
の紹介

年末の小山川クリーンセンターは大変混み合います
　師走になり、そろそろ大掃除をしようと考えている
方もいると思います。年末の小山川クリーンセンター
は、ごみを直接持ち込む自己搬入で大変混雑します。
　認定袋に入るごみは、通常のごみ収集所を利用する
などご協力をお願いします。認定袋に入らず、収集所
に出せない粗大ごみは、年末を避けて早めの処分をお
願いします。
　なお、自己搬入時には荷台をシートで覆うなどして、
ごみの飛散・落下にご注意ください。混雑時には側道
からの進入はできません。
　年末年始のごみ収集・小山川クリーンセンターの受
入日については、10 ページの年末年始の業務案内を
ご覧ください。
★小山川クリーンセンター☎ 22- ８２００
　環境推進課☎ 25- １１７２ 自己搬入を待つ長蛇の列

12 月最終週は12 月最終週は
特に混み合います特に混み合います


